
1. ⽶⼭学友が紺綬褒章を受章 後輩たちへの⾔葉
中国出身の米山学友、

周
しゅう

順
じゅん

圭
けい

さん（1962-64：

東京西ＲＣ、1964-65＆

66-68：東京世田谷ＲＣ）

が 8月 26日付で内閣府か

ら紺綬褒章を授与された

ことを受け、11 月 9 日、

都内で褒章伝達式が行わ

れました。昨年当会へ 50

万ドルをご寄付いただ

いたことにより、当会から内閣府へ申請。これ

が正式に認められ、今回の受章に至りました。 

伝達式には、周さんと愛子夫人、当会の小沢

一彦名誉理事長、若林紀男理事長、相澤光春副

理事長、第 2750 地区の粕谷啓之米山記念奨学委

員長、東京西ＲＣの富田和宏幹事、東京世田谷

ＲＣの松本宣春会長、洪崇富幹事、矢作千鶴子

直前会長、大友敬元会長、東京大学ニューヨー

クオフィスの増山正晴理

事長が臨席されました。 

小沢名誉理事長から紺

綬褒章と木杯を受け取っ

た周さんは、「米山奨学金

には本当に助けられまし

た。そのお返しは当然の

ことだと思っていました

ので、このような賞をい

ただくとは思っておら

ず、とても驚きました。世間では後期高齢者と

いわれる 87 歳になりましたが、私は常に後期貢

献者でありたいと思っています」と、受章を喜

ばれました。現役奨学生・学友らに向けては、

「奨学金としていただいたお金は大切に使い、

たくさん勉強してほしいです。卒業後は、その

力を社会に還元することで、社会に貢献してほ

しいです」と、後輩たちにエールを送りました。

2. 異なる景⾊から⾒る⽶⼭奨学事業の意義
9 月 4 日、ベトナム出身の米山

学友で、さいたま大空ＲＣ直前会

長のチャン コン トゥアンさん

（2008-10／幸手ＲＣ）が、大宮シ

ティＲＣにて卓話を行いました。 

母国の若い人材を日本に送り

出し、ベトナムの経済や教育水準向上を目指す

ジャパンオープンコンソーシアム協同組合で専

務理事を務めるチャンさん。幸手ＲＣでは素敵

な方々に出会ったことで人生観が変わり、誰か

の役に立つことの素晴らしさを体感したそうで

す。自身が会員になったきっかけ

は、同胞の先輩から「米山学友ら

で構成されるロータリークラブ

がある」と紹介されたこと。憧れ

だったロータリー会員として活

動する中、「当時はありがたさを

強く感じていましたが、会員として改めてこの

事業の意義を考えてみると、教育、親睦、経済

援助を通じて世界平和、国際親善、人材育成な

ど、まさにロータリーの目的を体現するこの上

ない事業だと思います」と語りました。 

褒章と木杯を受け取った周さん（左）と愛子夫人 

卓話するチャンさん 
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3. 2024 学年度奨学⾦申込み状況
10月 15日に締め切りを迎えた2024学年度の

ロータリー米山記念奨学金（学部・修士・博士

／地区奨励）には、指定校 563 キャンパス（地

区を超えた指定校の重複含む。前年度 569 キャ

ンパス）から 1,202 人(1,334 人)が推薦されま

した。被推薦者の国・地域は、中国 52.1％

(54.6％)、ベトナム 13.8％(13.6％)、韓国

10.3％(9.0％)、インドネシア 3.0％(2.9％)、次

いでネパール、モンゴル、マレーシア、台湾の

順となっています。課程別の応募状況は、博士

課程 19.2％(17.5％)、修士課程 34.3％(34.2％)、

学部課程 43.2％(44.6％)となっており、2019 年

度以降、学部生の申込みが最も多い傾向にあり

ます。なお、大学以外の教育機関を対象とする

「地区奨励奨学金」には、9地区 16 校から計 32

人の応募がありました。

4. 寄付⾦速報 ― ⽶⼭⽉間へのご協⼒に感謝 ―
10 月までの寄付金は、

前 年 同 期 と 比 べ て

4.4％増（普通寄付金：

1.3％減、特別寄付金：

7.8％増）、約 2,540 万

円の増加となりました。

10月末時点で累計額が6億円を超えたのは四半

世紀ぶりとなりました。10 月の米山月間にご協

力をいただきました皆さまに、心より感謝申し

上げます。今年も残り 2 か月を切りました。引

き続きご支援賜りますよう、よろしくお願いい

たします。

5. ⽀援に感謝 ウクライナ学友が来⽇講演
ウクライナ出身の米山学

友、セゾネンコ テチアナ

さん（2017-19／大阪城南

ＲＣ）がホームカミング制

度で来日し、世話クラブが

主催する「ウクライナ支援

講演」（10 月 27 日開催、協

賛：吹田ＲＣ）で、侵攻後の生活や母国の未来

について語りました。講演会には、国際ロータ

リー第 2660 地区延原健二ガバナーやロータリ

ー会員・家族、米山学友などオンラインを含む

300 人弱が参加しました。 

テチアナさんは大阪大学大学院で博士号を取

得後、母国ウクライナに帰国。製剤化学者とし

て勤務する日々が一変したのは昨年 2 月 24 日

の朝でした。 

「戦争が始まった。皆、仕事には来なくて良

い。自分で安全を確保するように」。上司からの

指示でした。その日以降、テ

チアナさんは仲間とともに、

食料や医薬品、おむつなど

の物資を届けるなどボラン

ティアに従事。大阪城南Ｒ

Ｃでは彼女の苦境を案じ、

緊急支援金を集めて送った

ところ、テチアナさんは自分や家族のためでは

なく、すべて支援物資の購入や輸送、困窮家族

の援助に充てていたことがわかりました。「自分

も苦しいはずやのに、われわれのお金を一番有

効なことに使いたいという気持ちで使ってくれ

た。すごい子やなと。だったら、もっと支援の

輪を広げてあげたい」と、今回の企画の発案者

である西谷雅之会員は語ります。 

この日の支援講演に寄せられた義援金はなん

と 4,027,350 円。使途については随時、大阪城

南ＲＣのＨＰで報告されるということです。 

前年同期比 

普 - 1.3%  特 + 7.8% 

+ 4.4％ 

支援への感謝を述べるテチアナさん（中央） 


